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にじの会の人権擁護の取り組み 

年 2 回、全体研修にて人権擁護研修を実施しています。今年度 1 回目は 4 月 29 日に「尊厳、

寄り添う支援について」というテーマで実施しました。 

第一部は、2026 年 4 月に改訂いたしました「障害者虐待の防止と対応のマニュアル」「不適切

な支援・行為を発見、発生した場合の対応（フローチャート）」についての説明動画を鑑賞しま

した。改定した虐待防止マニュアルの項目や内容は、職員からの意見も取り入れました。また、

「尊厳」「合理的配慮」「風通しの良い職場作り」についての説明文がマニュアルの冒頭にある

ことで、より深く人権について考えることの出来る内容になっています。 

不適切な支援発生におけるフローチャートは、人権委員長が調査に参加し、部署内での解決に

止まらず虐待と判断される場合の行為そのものの評価を行うことを調査報告書に明記していま

す。 

上記説明動画と、2025 年 12 月のセルフマニュアルチェックまとめ等を含めて、「虐待を起こ

さないためには」というテーマでグループワークを実施しました。日々の自身の支援を振り返

り、 4 月に異動した職員も新たな部署で、また他部署の職員とグループワークを行うことで、

自身には無い意見や新たな発見に繋がりました。また、チームでのどのような支援や取り組みが

虐待を起こさない環境を作り上げるのか、を話し合うことが出来ました。 

 第二部は、例年では各部署で各々テーマを設けグループワークを実施してきましたが、今年度

は全部署共通グループワークとしました。私たちが支援にあたる上での基本となり、現在所内研

修としても活用している資料。「三上元理事 寄り添う支援とは」「石原元理事長 ともに福祉

の道に進もうとしている貴方へ 」の資料をもとに意見交換を行いました。 

「寄り添う支援」とは一体何だろう、いつも私たち職員が自問自答していることです。三上元

理事は、『「寄り添う支援」で忘れてならないのは、相手を大切に思っているか・相手が何を思

い感じているか等常に相手の立場に立って支援に臨んでいるかが問われる事だと思います。 心を

使って寄り添うことで相手のことが分かるのではないでしょうか』と仰っています。 

石原元理事長の『私の考える福祉とは、決して難しいものではなく、利用者の安定した生活を

支える事で はないかと思っています。（中略）福祉の仕事は誰でも出来る仕事であり、誰でもが

出来なくてはならない仕事です。とは言うものの、福祉を生涯の仕事とするのは、辛く苦しい事

もたくさんあります。しかし、これほど人間らしい仕事はありません。皆さんがこの道に人生を

託し、我々と一緒に歩んで 下さる事に感謝し、尊敬の念を強く持ちます。どうぞ、慌てず、恐れ

ず、福祉の道に進んで下さる様にお願いします』という言葉は、私自身、当時新任研修を受講し

今でも深く印象に残っています。また、『命と向き合っているという事を常に考えていること』

という言葉も、尊厳や人権について改めて考える重要な言葉であり、初心に向き合うグループワ

ークになりました。 

（人権擁護委員会 責任者：中嶋みゆき） 
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にじの会 日帰り旅行報告 

●八景島シーパラダイスコース ４月１７日 
 「横浜・八景島シーパラダイス」へ行きました。当日は天候にも恵まれ、絶好の旅行日和とな

りました。朝は武蔵野の森公園より出発し、「ふれあい号（中型観光バス）」で移動しました。 

現地では、各行動グループに分かれて、「アクアミュージアム」を始めとした水族館を利用しま

した。また、各行動グループで予め選択したレストランにて昼食を食べました。園内は広々とし

ており、程よい運動になったようです。復路の車内では心地よい疲労感でぐっすりと休まれてい

ました。皆さん、終日笑顔で旅行に参加されており、今回の日帰り旅行を満喫できたようです。 

             （旅行担当：佐久間 稔） 

 

   
 

 

 

 

 

 

 

   

 

●東京 よみうりランドコース ５月２９日 
 日帰り旅行で「よみうりランド」に行ってきました。週間天気では雨も心配されましたが、当

日は天気に恵まれ、暑さを感じるほどの陽気の中で実施することができました。コーヒーカップ

やメリーゴーランド等の定番のアトラクションはもちろん、グループによっては少々スリルのあ

るものや、かわいいアシカショーも鑑賞しました。昼食は各グループ園内のレストランで取り、

途中での軽食やおやつとして、アイスやクレープなどのスイーツも食べました。にじの里からの

移動時間が短く、現地での自由時間を沢山確保できたことから、皆さん満喫できたようでした。

（旅行担当：染谷将希） 

 

      

 

 

 

 

 

 



 1992 年 4 月 17 日第三種郵便物認可（毎月 3 回７の日発行） 

2026 年 7 月 9 日発行 増刊通巻第 10600 号                                 

3 

にじの会 一泊旅行報告 

●箱根コース ６月１１日～１２日 
 箱根へ１泊旅行に行きました。帰りの途中で大雨に見舞われましたが、箱根現地では曇り空だ

ったものの、その分とても涼しく快適に過ごすことができました。 

 1日目に訪れた箱根彫刻の森美術館では、広大な自然の中に展示された数々のアート作品を五

感でじっくりと鑑賞して楽しみました。宿泊先のホテルでは、見た目も華やかな夕食の料理を堪

能し、豊かな温泉に浸かって日頃の疲れをとりゆったりと満喫しました。 

 ２日目は箱根園水族館へと足を延ばし、アザラシたちのコミカルなショーを間近で見て、みん

なで心から癒されました。 

参加した利用者さまからは「本当に楽しかった。ぜひ来年もまたみんなで一緒に行きたいで

す」との嬉しい声もたくさん聞かれ、笑顔の絶えない大満足の充実した旅となりました。 

（旅行担当：田中広樹） 

 

 

 

 

 

 

 
 

●鴨川コース ６月２５日～２６日 
１泊２日で鴨川旅行に行きました。両日ともあいにくの雨模様でしたが、鴨川シーワールドやマ

ザー牧場で過ごしている時間帯は雨もほとんど降らず、イルカやシャチの迫力あるショーを楽し

むことができました。宿泊先のホテルでは、バイキング形式の食事を皆様それぞれ思い思いに楽

しまれ、笑顔あふれるひとときを過ごしていました。大きな体調不良や事故もなく、充実した２

日間となりました。（旅行担当：山本光一郎） 
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未来工房にじ 日帰り旅行報告（５月１４日） 

今年度より、未来工房にじのみで日帰り旅行を開催することとなりました。今回の行き先は、

利用者の皆さんで決めた「河口湖 音楽と森の美術館」です。植物公園第一駐車場を出発し最初

の目的地は「河口湖 お食事処 湖波」でお店自慢の天ぷら定食等を召し上がりました。皆さん

とても満足されていました。食後、バスで移動し今回の目的地「河口湖・音楽と森の美術館」へ

到着しました。異国情緒あふれる館内を散策しながら、オルゴールコンサート、ピアノとバイオ

リンの生演奏を楽しみました。また、雲にかかった富士山を観ながら季節のアイスクリームをみ

んなで楽しみました。帰る時間になると雨が強まりましたが、ぬれずに出発する事ができまし

た。帰りのバスではみなさんとても疲れた様子でしたが、とても満足されていました。みなさん

とても楽しい時間を過ごしました。 (未来工房にじ 山下典孝) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４８回大沢コミュニティ祭に参加 

５月１７日(日)快晴のもと、大沢コミュニティセンターにて第４８回 大沢コミュニティ祭が

開催され、ワークショップハーモニーも模擬店で出店いたしました。当日は朝早くから焼き立て

パンやコッペサンド、コロッケ、炊き込みご飯などワークショップハーモニーの自慢の商品を製

造し、未来工房にじパン工房のクッキーや大沢にじの里園芸班の手作りのリースや香り袋、写真

立てなど、にじの会の利用者のみなさんが丁寧に作ったたくさんの商品と合わせて販売し、多く

の地域のみなさまに喜んでいただけました。 

 体育館の展示エリアでは、にじの会の地域貢献事業のひとつでケアネット･おおさわとにじの会

の協同事業であり実施 1000回を超える「買い物ツアーかわせみ」の取り組みの様子を動画で紹介

し、多くの方々に取り組みの様子を知っていただくことができました。 

にじの会からおおさわコミュニティ祭の実行委員としても参画し、前日準備や片付けなど地域

の方々と協力し、当日も多くのご来場者でにぎわい無事に開催できたことがとても嬉しく思いま

す。 

 今後もにじの会の活動 

を通じ、利用者の皆さまの 

社会参加と地域貢献につ 

ながるよう、地域の方々 

とも協力しながら取り 

組んでいきます。 

（ワークショップ 

ハーモニー  

清水宏一郎） 
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にじの会でのＤＸの取り組みについて 

 にじの会の 2026年度の重点課題では「ＤＸによる業務の効率化」の実行方針において「コンサ

ルタントを導入したＤＸ推進による業務の効率化」「ペーパーレス化の推進」「情報セキュリテ

ィの向上」を掲げています。コンサルタントは昨年度から数社のコンサルタント会社と打ち合わ

せ等を行い、法人のネットワークの保守管理を行っているラディックス社とコンサルタント契約

を結ぶこととなりました。 

 ＤＸの目的としてはＡＩやシステム導入や便利なツールを入れることではなく、業務の流れを

見直す取り組みとしています。業務・情報・連絡手段を整理し、職員の確認作業や転記作業・事

務作業を減らす、情報を一元化し必要な情報を直ぐに手に入れられる環境を整えていくことで業

務負担軽減と利用者支援の質の向上へ繋げることを目的としています。生成ＡＩについては個人

情報の取り扱いに十分に配慮し、会議録や報告書作成の補助として慎重に活用を検討していきま

す。 

 年度初めよりコンサルタントの吉田氏が複数の事業所に実際に赴いて、日常業務の視察と働い

ているスタッフからの聞き取りなどを行いながら業務の洗い出しを行い、事業所の業務の課題点

と第一段階として取り組むべき事柄の確認を行いました。実際にＦＡＸで送信した内容を再度、

データ上で入力している手書きのメモをデータ入力して、また別の入力先にもデータ入力するな

ど二度手間となっている業務の指摘を受け、初めて課題に気付くこともありました。 

 職員への教育についても、4月に管理職を対象としたＤＸ研修を実施し生成ＡＩについて学ぶ

時間を設けました。生成ＡＩを使ったことのない管理職も多く、感嘆の声が多く上がっていまし

た。また、６月に一般職員も対象にした所内研修を実施し、にじの会のＤＸ化の進め方について

と生成ＡＩの基礎研修を実施しました。３０名超のスタッフが参加してＤＸという言葉にイメー

ジが持てなかったスタッフも吉田氏の講義を聞いてシステム導入ありきではなく、日頃の業務で

煩雑と感じている業務や二度手間となっている業務をまずは改善していくことを学びました。 

 今後の流れとし

ては 7月のＤＸ研

修で集まった意見

をもとに具体的な

課題を整理し、実

際に取り組む内容

の優先順位を確認

し、実施に当たっていきます。夏以降は進められる業務から試行し、上手くいった内容を他の事

業所にも展開をしていきます。併せて、拠点間ネットワークの整備とネット環境の強化を行い、

ＤＸを進めるにあたっての土台作りを行っていきます。年度の後半では試行した取り組みの効果

や課題を整理し、紙・ＦＡＸ・転記作業・確認作業の削減状況を確認しながら、次年度以降の取

り組みに繋げていければと思います。 

 ＤＸを伴わない業務改善として残業の縮減も事業計画としても挙げています。入浴支援など残

業や早出ありきの業務フローになっていましたが、どうしたら残業・早出をせずにスタッフの業

務負担を軽減できるかを検討する中で、フロア間でスタッフが相互協力をする、寮母スタッフと

連携をすることで残業縮減の効果が見られ始めています。今まで行っていた業務フローや事務作

業などを「今までもこうだったから」ではなく、「どうしたら改善が図れるか」という視点を持

つことで改善策を考えることが出来ました。ＤＸ化についても新たな取り組みとなりますので、

今までの考え方にとらわれずにコンサルタントのアドバイスを受けながらＤＸ化・業務改善を進

めていきたいと思います。          （ＤＸ推進・業務改善担当 時田秀明） 
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２０２５年度 事業報告及び決算報告 

１．２０２５年度の事業概況について 

 

２０２５年度は、新型コロナ収束から３年目で、ほぼコロナ前の事業運営に復帰した年でした。 

 

①法人運営面では、４月に常務理事３名が就任し、日常の業務運営を担当する体制がスタートし

ており、概ね順調に権限移譲が進んでいます。 

 

②事業運営面では、利用者旅行、ウォーキング大会、スポーツ大会、クリスマス会等の施設内行

事や社会参加を実施しました。また、地域交流行事として、にじの会まつり・にじアートまつ

りや劇団荒馬座出演の文化行事を開催し、多くの地域の方々の参加を頂けました。 

 

③業務効率化については、利用者支援での IT活用推進と各種業務効率化のため、DX担当者を２

名選任し外部コンサルタントも導入して１月から重点的に取組を開始しています。 

 

④組織運営面では、一昨年・昨年に続き２０２５年度も給与改定を行い職員の処遇改善を実施し

ました。職員定着と採用が向上し、ほぼ要員が確保できています。 

 

⑤ＳＤＧｓの取組みでは、飛散防止断熱フィルムの貼付と可搬式の蓄電器と太陽光パネルの設置

を全事業所で実施し、省エネと防災の向上を図っています。 

 

⑥地域共生社会への貢献では、大沢地区高齢者買い物送迎支援事業「かわせみ」が実施１０００

回を超え１１月に記念パーティを開催し継続して実施しています。大沢地区の子ども食堂も昨

年１月から開始しており月１回６０食の弁当配布を実施しています。他地区の子ども食堂への

食品の無償提供も３食堂に継続して実施しています。 

  

２．２０２５年度の決算について 

 

 にじの会の２０２５年度決算の概況は以下の通りです。 

 

①最終の当期活動増減差額は１６４６万円（前年度は５９９９万円）の黒字。通常の運営状況を

示す経常増減差額は１６２３万円（前年度は６００２万円）の黒字でした。 

就労支援事業収益は４００万円減って６６６６万円、障害福祉サービス事業収益は８０万円増

えて１１億１５７７万円となり、サービス活動収益は合計で３５２万円減って１１億８５８２

万円でした。 

費用は人件費を中心に合計で４０１５万円増えて１１億７２５７万円でした。 

 

②資金収支は、当期資金収支差額合計が３２３８万円の黒字となりました。通常運営の収支を示

す事業活動資金収支の黒字５０８９万円に施設整備等補助金収入６８１万円を加えた５７７１

万円を原資に、設備資金の返済１０２９万円と設備投資等１５０４万円の合計２５３３万円を

支出しています。この結果３２３８万円の黒字となっています。 

 

③２０２５年度末の財政状態は、総資産２２億７３８５万円・負債１億６３７３万円・純資産２

１億１０１２万円で、前年度より純資産が４７９万円増加しています。 
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２０２５年度 決算報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会福祉法人にじの会 (単位：円)

金額

就労支援事業収益 66,667,499

障害福祉サービス等事業収益 1,115,772,088

経常経費寄附金収益 3,387,200

サービス活動収益計（１） 1,185,826,787

人件費 879,416,021

事業費 140,153,258

事務費 56,215,800

就労支援事業費用 66,808,334

減価償却費 45,385,371

国庫補助金等特別積立金取崩額 △ 15,399,864

サービス活動費用計（２） 1,172,578,920

　　サービス活動増減差額

　　（３）＝（１）－（２） 13,247,867

借入金利息補助金収益 516,974

受取利息配当金収益 974,294

その他のサービス活動外収益 6,418,803

サービス活動外収益計（４） 7,910,071

支払利息 619,350

その他のサービス活動外費用 4,307,940

サービス活動外費用計（５） 4,927,290

　　サービス活動外増減差額

　　（６）＝（４）－（５） 2,982,781

16,230,648

施設整備等補助金収益 6,813,440

施設整備等寄附金収益

固定資産受贈額 690,570

その他の特別収益

特別収益計（８） 7,504,010

基本金組入額

固定資産売却損・処分損 468,784

国庫補助金等特別積立金取崩額（除却等） △ 15,160

国庫補助金等特別積立金積立額 6,813,440

その他の特別損失（20周年事業費用）

特別費用計（９） 7,267,064

　　特別増減差額

　　（１０）＝（８）－（９） 236,946

当期活動増減差額（１１）＝（７）+（１０） 16,467,594

前期繰越活動増減差額（１２） 648,796,500

当期末繰越活動増減差額

（１３）＝（１１）+（１２） 665,264,094

基本金取崩額（１４）

その他の積立金取崩額（１５）

その他の積立金積立額（１６）

次期繰越活動増減差額

（１７）＝（１３）+（１４）+（１５）-（１６） 665,264,094

事業活動計算書

（自）2025年4月1日　　（至）2026年3月31日

勘　　定　　科　　目

サ
ー

ビ
ス
活
動
増
減
の
部

収
　
　
益

費
　
　
用

繰
越
活
動
増
減
差
額
の
部

サ
ー

ビ
ス
活
動
外
増
減
の
部

収
　
益

費
　
用

経常増減差額（７）＝（３）+（６）

特
別
増
減
の
部

収
　
益

費
　
用

社会福祉法人にじの会 (単位：円)

金額

就労支援事業収入 66,667,499

障害福祉サービス等事業収入 1,115,772,088

借入金利息補助金収入 516,974

経常経費寄附金収入 3,387,200

受取利息配当金収入 974,294

その他の収入 6,418,803

事業活動収入計（１） 1,193,736,858

人件費支出 879,416,021

事業費支出 140,153,258

事務費支出 56,690,143

就労支援事業支出 61,651,058

支払利息支出 619,350

その他の支出 4,307,940

事業活動支出計（２） 1,142,837,770

50,899,088

施設整備等補助金収入 6,813,440

施設整備等寄附金収入

施設整備等収入計（４） 6,813,440

設備資金借入金元金償還支出 10,290,000

固定資産取得支出 14,902,721

固定資産除却・廃棄支出 138,134

施設整備等支出計（５） 25,330,855

△ 18,517,415

その他の活動による収入

その他の活動収入計（７）

その他の活動による支出

その他の活動支出計（８）

　　その他の活動資金収支差額

　　（９）＝（７）－（８）

　予備費支出（１０）

　当期資金収支差額合計

　（１１）＝（３）+（６）+（９）－（１０） 32,381,673

　前期末支払資金残高（１２） 519,157,136

　当期末支払資金残高（１１）+（１２） 551,538,809

施
設
整
備
等
に
よ
る
収
支

収
　
入

支
出

　　施設整備等資金収支差額

　　（６）＝（４）－（５）
そ

の

他

の

活

動

に

よ

る

収

支

収
入

支
出

資金収支計算書

（自）2025年4月1日　　（至）2026年3月31日

勘　　定　　科　　目

事
業
活
動
に
よ
る
収
支

収
　
　
入

支
　
　
出

　　事業活動資金収支差額

　　（３）＝（１）－（２）

社会福祉法人にじの会 (単位：円）

当年度 当年度

流動資産 683,907,106 流動負債 139,753,680

現金預金 512,782,262 事業未払金 94,803,844

事業未収金 153,543,981 1年以内返済予定設備資金借入金 10,290,000

未収金 156,800 未払費用 24,099,637

未収補助金 7,611,544 職員預り金 10,560,199

貯蔵品 157,898

原材料 1,457,652

立替金 544,950

前払費用 5,027,132

前払費用（一年以内費用化長期前払費用） 1,446,965 固定負債 23,980,000

仮払金 1,177,922 設備資金借入金 23,980,000

固定資産 1,589,951,508

基本財産 1,513,428,567

土地 1,012,371,177 163,733,680

建物 501,057,390

その他の固定資産 76,522,941

建物 12,695,590 基本金 824,715,694

構築物 6,766,090 1号基本金 800,615,694

機械及び装置 31,574,857 3号基本金 24,100,000

車輌運搬具 5,070,359

器具及び備品 18,441,346 国庫補助金等特別積立金 620,145,146

権利 196,800 次期繰越活動増減差額 665,264,094

長期前払費用 1,777,899 （うち当期活動収支差額） (16,467,594)

2,110,124,934

2,273,858,614 2,273,858,614

貸　借　対　照　表

2026年3月31日現在

勘 定 科 目 勘 定 科 目

資 産 の 部 負 債 の 部

負債の部合計

純 資 産 の 部

純資産の部合計

資産の部合計 負債及び純資産の部合計
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        編集人：社会福祉法人にじの会 
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抹茶マフィン＆クッキー3種

＆栗蒸し羊羹セット

商品番号 3,070円０１

冷蔵

こだわりクリームチーズ

豆乳プリン＆クッキー3種

＆フルーツマフィンセット

商品番号 2,850円０２

冷蔵

マフィン２本＆クッキー3種

商品番号 2,980円０３

セット

商品番号 3,500円１１

冷蔵

こだわりクリームチーズ
豆乳プリン＆おまかせ

スモーク４種セット

おまかせスモーク６種セット

商品番号 4,000円０７

冷蔵

おまかせスモーク５種

＆マフィンセット

商品番号 4,000円０８

冷蔵

おまかせスモーク特選セット

商品番号 5,000円０９

冷蔵

多摩のおみやげおまかせ

商品番号 2,000円１０

冷蔵

セット

3,300円 3,200円 3,300円

4,000円
4,200円 5,000円 2,000円

3,600円

冷蔵
商品番号 1,810円０５

こだわりクリームチーズ豆乳プリン

原材料：豆乳、クリームチーズ、寒天、

グラニュー糖、レモン、ブルーベリー

商品番号 2,330円０６

商品番号 2,850円０７

夏ギフト限定

６個

８個

１０個

1,900円

3,000円

2,500円

冷蔵


